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二
〇
〇
八
年
花
菖
蒲
品
種
登
録
申
請
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滋
賀
県
大
津
市

冨
増
和
彦

  

今
年
度
は
以
下
の
１
６
種
類
の
申
請
と

な
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
は
、
開
花
が
５

月
下
旬
か
ら
と
例
年
よ
り
や
や
遅
く
、
低

温
の
せ
い
か
薄
色
系
統
の
発
色
が
い
つ
に

な
く
濃
く
、
去
年
ま
で
と
は
別
品
種
か
と

見
紛
う
ほ
ど
で
し
た
。
晩
生
の
開
花
時
期

は
例
年
並
み
で
し
た
。
大
津
市
膳
所
で
は

台
風
も
来
ず
、
夏
の
猛
暑
も
８
月
２
０
日

以
降
急
に
涼
し
く
多
雨
傾
向
と
な
り
、
花

菖
蒲
に
は
比
較
的
過
ご
し
易
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
フ
マ
キ
ラ

ー
製
の
「
カ
ダ
ン
殺
虫
肥
料
」
を
初
め
て

施
用
し
た
年
で
す
が
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
も
メ

イ
チ
ュ
ウ
も
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
付

か
ず
、
肥
料
と
殺
虫
剤
散
布
が
同
時
に
出

来
て
、
ち
ょ
っ
と
高
価
で
す
が
時
間
に
追

わ
れ
る
方
に
は
お
薦
め
で
す
。
コ
ガ
ネ
ム

シ
へ
の
効
果
は
今
の
と
こ
ろ
？
で
す
が
、

若
齢
幼
虫
に
は
効
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。 

  

藤
の
浮
巣
（
ふ
じ
の
う
き
す
） 

肥
後
系
「
綴
錦
」
実
生
、
三
英
高
性
藤
色

細
弁
ク
レ
ス
ト
白
の
F1
。 

六
英
、雄
蕊
弁
化
す
る
こ
と
あ
り
。中
輪
、

晩
生
。

藤
色
の

や
や
平

咲
き
に

ク
レ
ス

ト
：
蘂

柱
が
白

い
。
葉

が
細
く

き
ゃ
し

ゃ
で
垂

れ
気
味
。
昨
年
度
登
録
の
「
鳰
の
浮
巣
」

の
色
違
い
。 

 

藤
半
夏
（
ふ
じ
は
ん
げ
） 

肥
後
系

「

綴

錦
」
実

生
、
三

英
高
性

藤
色
細

弁
ク
レ

ス
ト
白

の
F1
。 

六
英
、

雄
蕊
弁

化
す
る
こ
と
あ
り
。
中
輪
、
晩
生 

藤
色
で
目
元
が
濃
い
。花
形
は
祖
母
の「
綴

錦
」
の
よ
う
に
古
い
。
葉
が
細
く
き
ゃ
し

ゃ
で
垂
れ
気
味
。 

 

舞
藤
半
夏
（
ま
い
ふ
じ
は
ん
げ
） 

肥
後
系

「

綴

錦
」
実

生
、
三

英
高
性

藤
色
細

弁
ク
レ

ス
ト
白

の
F1
。 

六
英
、

雄
蕊
弁

化
す
る
こ
と
あ
り
。
中
輪
、
晩
生
。
藤
色

で
、
前
期
「
藤
半
夏
」
と
似
て
い
る
が
、

本
種
は
樋
弁
に
な
る
。
葉
が
細
く
き
ゃ
し

ゃ
で
垂
れ
気
味
。 

 

琵
琶
パ
ー
ル
（
び
わ
ぱ
ー
る
） 

「
魞
時

雨
」
の

実
生
。 

三
英
中

輪
、
中

生
。
ほ

と
ん
ど

白
に
近

い
薄
紅
、

開
花
後

期
は
ほ
と
ん
ど
白
。
や
や
横
張
り
で
ど
う

と
い
う
こ
と
の
な
い
花
だ
が
花
形
が
良
く
、

真
珠
色
の
光
沢
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

夏
待
姫
（
な
つ
ま
ち
ひ
め
） 

「
紅
し

じ
み
」

実
生
。

三
英
中

輪
、
早

生 薄
い
桜

色
で
脈

が
や
や

濃
い
。

鉾
と
蘂

柱
は
よ
り
濃
い
。
幅
広
弁
で
、
伊
勢
系
に

多
い
、
や
や
角
張
っ
た
咲
き
ぶ
り
、
怒
肩

に
な
る
時
も
あ
る
。 

 

紅
冠
鳥
（
こ
う
か
ん
ち
ょ
う
） 

「
紅
し

じ
み
」

実
生
。 

三
英
中

輪
、
中

生
。 

紅
色
地

に
白
糸

覆
輪
。

目
元
は

青
味
。
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鉾
が
長
く
立
ち
、
三
方
に
広
が
る
傾
向
に

あ
る
。
晴
天
で
風
が
穏
や
か
な
ら
立
っ
た

ま
ま
。
ゆ
る
く
波
打
ち
垂
れ
る
花
弁
に
は

重
な
り
が
な
い
た
め
、
軽
快
な
感
じ
。 

 

紅
揚
羽
（
べ
に
あ
げ
は
） 

「
紅
し
じ

み
」実
生
。 

三
英
中
大

輪
、中
生
。 

上
記
「
紅

冠
鳥
」
と

色
彩
パ
タ

ー
ン
は
ほ

ぼ
同
じ
だ

が
、
ゆ
っ

た
り
し
た

幅
広
い
花
弁
で
あ
る
。
ま
た
、
鉾
先
は
「
紅

冠
鳥
」
は
丸
み
が
あ
る
が
、
本
種
は
尖
っ

て
い
て
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。 

 

三
上
の
波
（
み
か
み
の
な
み
） 

「
紅
し
じ

み
」
実
生 

三
英
中
大

輪
、
中
晩

生 「

三

上

山
」
に
似

た
配
色
で

花
弁
は
浅

葱
を
含
む

藤
色
、
鉾
は
桃
色
が
か
る
藤
色
。
「
三
上

山
」
よ
り
花
弁
が
垂
れ
、
ひ
だ
が
多
い
。 

 

青
華
蘭
（
せ
い
か
ら
ん
） 

「
紅
し

じ
み
」

実
生
。 

三
英
中

大
輪
、

中
晩
生
。 

花
弁
は

波
打
ち
、

青
味
の

紫
で
目

元
は
青

味
が
強
い
。
中
心
僅
か
に
白
が
入
る
。
鉾

は
紫
で
両
縁
が
波
打
ち
、
よ
れ
る
独
特
の

形
。 

 

逢
坂
山
（
お
う
さ
か
や
ま
） 

「
浅
葱

水
晶
」

の
実
生 

三
英
中

輪
、
中

生 薄
い
小

豆
色
、

縮
み
の

あ
る
垂

れ
弁
。

鉾
は
や
や
濃
い
小
豆
色
。 

煙
水
晶
（
け
む
り
す
い
し
ょ
う
） 

「
浅
葱

水
晶
」

の
実
生
。 

三
英
中

大
輪
、

中
生
。 

紫
地
に

白
か
す

り
、
弁

縁
は
白

い
。
鉾

は
赤
味
の
紫
。
な
だ
ら
か
に
垂
れ
る
。
花

茎
高
め
で
一
茎
に
４
花
着
く
。 

 

恋
浅
葱
（
こ
い
あ
さ
ぎ
） 

「
浅
葱

水
晶
」

の
実
生
。 

三
英
中

輪
、
中

早
生
。 

や
や
濃

い
浅
葱

色
、
角

ば
っ
て

垂
れ
、

内
抱
え
に
な
る
。
花
弁
縁
は
極
細
白
糸
覆

輪
。 

 

白
魞
波
（
し
ろ
え
り
な
み
） 

伊
勢
系
の「
君
が
代
」（
登
録
に
な
い
も
の
。 

青
紫
に
白

筋
）
の
Ｆ

１
の
実
生
。 

三
英
中
輪
、

中
晩
生
。 

白
、
角
ば

っ
て
垂
れ
、

内
抱
え
に

な
る
。 

 
 

夕
魞
波
（
ゆ
う
え
り
な
み
） 

伊
勢
系

の
「
君

が
代
」

（
登
録

に
な
い

も
の
。

青
紫
に

白
筋
）

の
Ｆ
１

の
実
生 

三
英
中

輪
、
中
晩
生 

白
、や
や
横
張
り
で
ひ
だ
、縮
み
が
あ
る
。

鉾
は
紅
糸
覆
輪
。 

 

篠
津
藤
波
（
し
の
づ
ふ
じ
な
み
） 

「
紫
揚
羽
」
の
実
生
。
三
英
中
大
輪
、
中

生
。
藤
色
、
鉾
は
や
や
赤
味
。
少
し
波
打

ち
、
ひ
だ
の
あ
る
花
弁
が
長
く
垂
れ
、
優

美
。 
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地
域
活
性
化
の
た
め
花
菖
蒲
園
を
開
設
し
ま
し
た 

 
 
 
 
 

宮
崎
県
清
武
町
庵
屋
地
区
農
村
環
境
保
全
組
合 

 

 

石
鹿
城
（
せ
き
ろ
く
じ
ょ
う
） 

「
瀞
の

光
」
×

「
浅
葱

水
晶
」。

三
英
中

大
輪
、

中
晩
生
。

昨
年
登

録

の

「
青
水

巴
」
に

似
た
色

彩
パ
タ
ー
ン
。
花
弁
は
や
や
横
張
り
で
、

浅
葱
地
に
白
脈
、鉾
は
白
に
紫
覆
輪
。「
青

水
巴
」
は
鉾
の
覆
輪
が
青
く
、
花
は
や
や

垂
れ
、
小
ぶ
り
。 

  

 

国
の
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
」
の
活
動
組
織
と
し
て
、
平
成
十

九
年
に
宮
崎
県
清
武
町
の
庵
屋
地
区
農
村

環
境
保
全
組
合
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
庵

屋
地
区
農
村
環
境
保
全
組
合
が
主
体
と
な

っ
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
五
か
年
計
画

で
、
地
区
の
農
村
環
境
保
全
整
備
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
区
の
は

ず
れ
で
、
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い

る
竹
林
の
傍
ら
に
あ
る
、
休
耕
田
に
花
菖

蒲
園
を
開
設
し
ま
し
た
。 

 

花
菖
蒲
園
は
、
地
区
の
子
供
会
、
老
人

会
等
、
地
区
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
植
付

け
、
草
取
り
を
行
っ
て
、
平
成
二
十
年
六 

月
に
は
見
事
な
花
菖
蒲
５０
余
種
類
が
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
咲
き
ま
し
た
。 

 

六
月
七
日
に
行
わ
れ
た
花
菖
蒲
祭
り
で

は
、地
区
公
民
館
に
鉢
作
り
の
花
菖
蒲
や
、

子
供
た
ち
が
描
い
た
絵
画
を
展
示
し
、
お

茶
等
の
接
待
な
ど
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
花
菖
蒲
園
は
、
近
隣
住
民
の
地
域

話
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
区
の
活
性

化
に
必
ず
役
立
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。 

 

（
宮
崎
市 

 

湯
地 

篤
美
） 

 

庵屋地区の花菖蒲園 

草取りをする子供たち 

花菖蒲を写生する子供たち 


